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揖
斐
川
町
の
農
業
委
員
を

�

ご
紹
介
し
ま
す

　

今
年
は
３
年
に
１
度
の
農
業
委
員
統
一

選
挙
の
年
で
す
。

　

21
回
目
と
な
る
統
一
選
挙
は
７
月
５
日

（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
者
が
定
数

を
上
回
る
こ
と
な
く
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
ほ
か
に
、

農
業
団
体
等
の
推
薦
に
よ
る
委
員
も
選
任

さ
れ
、
総
勢
20
人
の
新
し
い
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
の
任
期
は
７
月

20
日
か
ら
３
年
間
で
、
農
地
の
売
買
や
貸

借
、
転
用
な
ど
に
つ
い
て
の
業
務
を
は
じ

め
、
優
良
農
地
の
確
保
、
農
業
・
農
民
の

利
益
代
表
と
し
て
地
域
農
政
の
振
興
・
発

展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

新
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

（
敬
称
略
）

農業委員名簿（任期：平成23年7月20日～平成26年7月19日）
氏　　名 役　　職 住　　　　　所 区　　分 担当地区

宗
そう

宮
みや

　孝
たか お

生 会長 揖斐川町房島 1326－1 議会推薦

野
の

原
はら

　定
さだ

夫
お 職務代理 揖斐川町 永 2965 議会推薦

浅
あさ

野
の

　義
よし

一
かず 揖斐川町谷汲徳積 880－2 議会推薦

土
つち

川
かわ

　千
ち

惠
え

美
み 揖斐川町上野 2182－38 議会推薦

清
しみず

水　亮
りょう

平
へい 揖斐川町上南方 1796－2 農業共済組合推薦

太
おお

田
た

　廣
ひろ

美
よし 揖斐川町上南方 1411 農業協同組合推薦

宮
みや

川
かわ

　　博
ひろし 揖斐川町北方 1941－1－2 土地改良区推薦

森
もり

本
もと

　幸
こう

平
へい 揖斐川町北方 1406 － 2 選挙 揖斐北方

髙
たか

﨑
ざき

　政
まさ

美
み 揖斐川町若松 203 選挙 揖斐大和

池
いけ

戸
ど

　　勇
いさむ 揖斐川町三輪 972 選挙 揖斐揖斐

山
やま

下
した

　紀
のり

美
よし 揖斐川町島 241－1 選挙 揖斐清水

竹
たけ

中
なか

　久
ひさ

和
かず 揖斐川町上野 632－3 選挙 揖斐小島

髙
たか

橋
はし

　冨
ふ

美
み

雄
お 揖斐川町 永 1105 選挙 揖斐 永

長
なが

屋
や

　秀
ひで

雄
お 揖斐川町谷汲深坂 696－1 選挙 谷汲谷汲

寺
てら

田
だ

　昌
まさ

浩
ひろ 揖斐川町谷汲高科 264－2 選挙 谷汲長瀬

仲
なか

井
い

　博
ひろ

信
のぶ 揖斐川町谷汲神原 1099 選挙 谷汲横蔵

林
はやし

　　孝
たか

之
ゆき 揖斐川町春日六合 989 選挙 春日

羽
はじつ

實　正
まさ

義
よし 揖斐川町三倉 279 選挙 久瀬

寺
てら

井
い

　達
たつ

夫
お 揖斐川町西横山 817 選挙 藤橋

中
なか

澤
ざわ

　　登
のぼる 揖斐川町坂内広瀬 2765－1 選挙 坂内
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「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
募
集
！

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
毎
年
11
月
を「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
位
置
付
け
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
年
金
制

度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
全
国
各
地
で
年
金
出
張
相
談
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

か
ら
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

　

応
募
者
ご
自
身
や
、
ご
家
族
な
ど
の
身

近
な
方
と
公
的
年
金
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
、「
わ
た
し
と
年
金
」を
テ
ー
マ
と
す
る
。

※�

公
的
年
金
の
大
切
さ
、
公
的
年
金
と
の

関
わ
り
、
ま
た
は
社
会
保
障
と
し
て
の

公
的
年
金
の
意
義
な
ど
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
し
て
く

だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

一
般
、
学
生
・
生
徒（
中
学
生
以
上
）

■
応
募
要
領

　

�　

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
日
本

年
金
機
構
「
わ
た
し
と
年
金
」
担
当
あ

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

�　

日
本
語
で
１
０
０
０
～
２
０
０
０
文

字
以
内
と
し
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
の
場
合
、
３
枚
か
ら
５
枚
、
ワ
ー
ド

文
書
形
式
に
よ
る
場
合
は
、
原
稿
横
書

き
（
Ａ
４
版
、
40
字
×
35
行
）
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　

�　

氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
所
属

（
会
社
名
、
学
校
名
等
）
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

　

内
容
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
締
切

　

９
月
30
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

　

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出
は
、

　

当
日
18
時
ま
で
。

【
提
出
先
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

〒
１
６
８

－

８
５
０
５

　

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３

－
５

－
２
４

　
�

日
本
年
金
機
構　

サ
ー
ビ
ス
推
進
部

サ
ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ
「
わ
た
し
と

年
金
」
担
当
ま
で

　

℡
０
３

－
５
３
４
４

－

１
１
０
０

　

※
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

w
atashito-nenkin@

nenkin.go.jp

■�

賞　

最
優
秀
賞
「
日
本
年
金
機
構
理
事

長
賞
」
１
名
、
優
秀
賞
２
名
、
入
選　

若
干
名
、
受
賞
者
に
対
し
ま
し
て
は
、

表
彰
状
の
授
与
な
ら
び
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
す
。

■
発
表
等

　

�　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
を
は
じ

め
と
す
る
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は

全
文
を
掲
載
し
ま
す
。（
11
月
下
旬
予

定
）そ
の
他
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行

す
る
刊
行
物
へ
の
掲
載
等
を
行
う
予
定

で
す
。

　

�　

入
賞
作
の
著
作
権
は
日
本
年
金
機
構

に
帰
属
し
ま
す
が
、
内
容
は
本
人
の
責

任
と
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
さ
れ

ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
２
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
・
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬

　

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
８
０
０
円
～

③
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
家　

賃　

２
０
７
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

 

・�

①
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
川
町
内
に
在
住

も
し
く
は
在
勤（
勤
務
予
定
で
も
可
）

で
あ
る
こ
と
。

 

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

 

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

 

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　

　

９
月
１
日（
木
）～
９
月
15
日（
木
）

■
入
居
予
定
日　

10
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
に
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、１
日
の
生
活
時
間
や
過
去

１
年
間
の
自
由
時
間
に
お
け
る
活
動
の
状

況
な
ど
を
調
査
し
、各
種
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

９
月
上
旬
に
、
調
査
員
が
揖
斐
川
町
の

一
部
の
地
域
（
小
島
地
区
の
一
部
）
に
調

査
の
お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。そ
の
後
、

巡
回
し
世
帯
主
の
氏
名
や
住
所
を
確
認
し
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ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
地
域
の
中
で
、
調
査
世
帯

に
選
定
さ
れ
た
世
帯
に
は
、
10
月
上
旬
か

ら
中
旬
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
、
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
総
合
企
画
部
統
計
課

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
１
８
７

 

谷
汲
農
園
オ
ー
ナ
ー
の

募
集
に
つ
い
て

　

谷
汲
農
園
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
の
オ
ー

ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
い
も

は
、
１
口
20
株
で
、
１
口（
３
０
０
０
円
）

か
ら
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
さ
れ
た
方
は
、
10
月
上
旬

頃
に
農
園
で
開
催
す
る
収
穫
祭
に
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

■
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

�

（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

谷
汲
振
興
事
務
所　

基
盤
整
備
課

　

℡
５
５

－

２
１
１
１

 

「
認
知
症
」
を
知
ろ
う
！

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
、
開

催
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
７
日（
谷
汲
新
田
）

　

６
月
14
日（
谷
汲
下
名
礼
）

　

６
月
24
日（
坂
内
広
瀬
）

　

７
月
５
日（
谷
汲
大
洞
）

　

７
月
７
日（
谷
汲
深
坂
）

　

７
月
８
日（
北
方
３
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン
）

　

養
成
講
座
に
お
い
て
、「
自
分
は
認
知

症
に
な
る
と
思
う
？
」「
認
知
症
に
な
っ

た
ら
ど
う
し
た
い
で
す
か
？
」
な
ど
に
つ

い
て
、意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
私
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
か

優
し
く
声
を
か
け
て
ね
！
そ
し
て
、
迷
っ

て
い
た
ら
、
家
に
連
れ
て
帰
っ
て
く
だ
さ

い
。
お
願
い
し
ま
す
…
…
」
と
み
ん
な
に

頭
を
下
げ
ら
れ
た
方
も
何
人
か
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、ご
近
所
や
友
人
な
ど
に
、

気
軽
に
相
談
し
た
り
、「
あ
り
が
と
う
」

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て

い
る
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

地
域
で
見
守
っ
て
く
れ
る
人
が
多
い
地

域
は
「
活
気
」
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
サ
ロ
ン
等
で
話
し
て
い
た
だ
け

た
地
区
の
方
々
は
、「
今
か
ら
で
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、

も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ

う
」
と
、話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
認

知
症
」
に
な
っ
て
も
安
心
で
き
る
地
域
づ

く
り
は
、今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
、
地
域
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
揖
斐
川
町
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
通
じ
て
、
地
域
が
元
気
に

な
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
」
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

い
ざ
、
泥
棒
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
り
、
暴
言

や
家
族
の
名
前
さ
え
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

い
る
本
人
（
父
母
）
を
相
手
に
す
る
に
は
、

と
て
も
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
一
人
で
悩
ま

な
い
で
、
気
軽
に
専
門
医
や
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
２

－

１
３
４
１

 

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

揖
斐
川
町
で
は
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
11
月
に
開
催
さ
れ
る

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で
マ
ラ
ソ
ン
交
流
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
の
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
し

ま
せ
ん
か
？
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

○
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
期
間
（
予
定
）　

　

11
月
10
日（
木
）～
11
月
15
日（
火
）

■
応
募
締
切　

９
月
30
日（
金
）

※�

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
都
合
の
い
い
日

時
の
み
で
も
結
構
で
す
。

※�

募
集
対
象
は
、
揖
斐
川
町
在
住
の
方
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
８
２
）

 

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
に
お

け
る
電
話
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
の
方
で
、
誰
に
も

打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

�

９
月
５
日（
月
）～
11
日（
日
）ま
で
の
７
日
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日
は
、８
時
30
分
～
19
時
ま
で

　

土
・
日
曜
日
は
、
10
時
か
ら
17
時
ま
で

■
電
話
番
号

　

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

■
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▲認知症サポーター養成講座参加の
　皆さん（谷汲深坂）
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◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

７
月
29
日
（
金
）、（
有
）イ
ン
グ
《
カ

フ
ェ
・
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
＆
サ
ロ
ン
ド
・
イ

ン
グ
》
の
坪つ

ぼ

井い

悟
さ
と
し
社
長（

永
）よ
り
、

会
社
の
従
業
員
が
中
心
と
な
っ
て
実
施

し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金

お
よ
び
募
金
の
全
額
５
３
７
１
０
０
円

を
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に

と
町
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
義
援
金
と
し
て
、
日
本
赤
十
字

 

９
月
11
日
は

「
警
察
相
談
の
日
」
で
す

　

警
察
で
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
の
未

然
防
止
や
県
民
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

事
件
や
事
故
の
時
の
緊
急
通
報
は

「
１
１
０
番
」、
困
り
ご
と
な
ど
の
ご
相
談

は
「
＃
９
１
１
０
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
＃
９
１
１
０
」
は
、
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話

か
ら
直
通
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　

相
談
は
、
警
察
安
全
相
談
室
の
ほ
か
、

各
警
察
署
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

警
察
の

　
　
　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

＃
９
１
１
０

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
警
察
署

　

℡
２
３

－

０
１
１
０

 

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。揖
斐
川
町
在
住
で
、

60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
当
人

材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
方
が
対
象
で
す
。

　

定
年
を
迎
え
た
方
、
家
業
を
子
供
に
任

せ
た
が
、
ま
だ
家
に
閉
じ
こ
も
る
の
も
早

い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
の
豊
富
な
経
験

や
能
力
を
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ
せ
て
し
ま

う
の
は
、
社
会
の
た
め
に
も
非
常
に
惜
し

い
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
能
力
や
経
験
、
趣
味
な
ど
を

活
か
し
て
、
社
会
に
還
元
し
た
い
と
考
え

て
お
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
仕
事
の
依
頼
受
付
ま
す
。

　

自
分
で
は
出
来
な
い
が
、
プ
ロ
に
頼
む

ま
で
も
な
い
よ
う
な
こ
と
な
ど
、
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
得
意
な
会
員
が
、「
親
切
・

丁
寧
・
信
頼
」を
モ
ッ
ト
ー
に
対
応
し
ま
す
。

【
仕
事
例
】

　

�

畑
仕
事
・
家
事
援
助
・
草
刈
り
・
草
取

り
・
剪
定
・
日
曜
大
工
・
襖
、
障
子
貼

り
・
宛
名
書
き
・
事
務
・
受
付
な
ど
。

☆
９
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

９
月
５
日（
月
）、20
日（
火
）10
時
～

　
（�

１
時
間
半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
事
前

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

８
時
30
分
～
17
時

 

揖
斐
高
原
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１
開
催

　

揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
揖
斐

高
原
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
内
の
小
学
生
ら
が

作
成
し
た
３
５
０
０
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
が
幻
想
的
な
空
間
を
演
出
し

ま
す
。

■
日
時　

10
月
１
日（
土
）

�

17
時
30
分
～
20
時

■
場
所　

貝
月
リ
ゾ
ー
ト（
日
坂
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

貝
月
リ
ゾ
ー
ト

　

℡
５
４

－

２
４
５
８

 

岐
阜
県
内
の
男
性
最
高
齢
者
に

高
橋
俊
示
さ
ん

　

こ
の
た
び
、
高た

か

橋は
し

俊し
ゅ
ん

示じ

さ
ん（
西
津
汲
）

が
１
０
５
歳
で
、
岐
阜
県
内
の
男
性
最
高

齢
者
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田た

中な
か　

辰た
つ

藏ぞ
う

さ
ん（
坂
内
坂
本
）

�

７
月
10
日（
日
）　

95
歳　

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

社
を
通
じ
て
、
被
災
地
へ
と
届
け
ら
れ

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の
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　メハジキは本州から沖縄の日本と朝鮮半島、中国に広く分布する。道端や野原に自生する 2年草。茎はシソ科の特

徴である四角で、直立して、高さは 150 ～ 200 センチでまばらに枝分かれする。根元の根出葉には柄があり、卵心

形で浅く裂けている、成長するにつれ根生葉は枯れる。茎出葉は対生で深く裂けてヨモギ葉のようである。茎頂近く

の葉は切れ込みが少なくなるか全く無くなり細くなる。7～ 9月頃に葉腋に淡紅色の唇形花を数個宛輪生し、葉宛に

つけ段状となる。果実は 4個の分果からなり、分果は長さ 2～ 3ミリで黒く、三つの稜がある。和名のメハジキは

子供の「目弾き」遊びからきたもので、茎を短くちぎり、弓なりに曲げて上下のまぶたに挟み、まぶたを閉じる勢い

で遠くにはじき飛ばす。益母草（ヤクモソウ）は漢名で母の益になる薬草という意味です。中国では古くから婦人病薬

として利用されてきました。

　薬として用いるには先ず採取です。夏の開花期に、地上部を全部刈り取り、日干しで乾燥させます。これが生薬の

益母草です。また 10月頃結実した頃に地上部を刈り取り新聞紙の上で乾燥させて叩いて種子を採種し、さらに日干

しでよく乾燥させます。これを茺蔚子（ジュウイシ）と呼びます。

　世界的に著名な薬物書である中国明代の李時珍が著した「本草綱目」（1578 年）に「益母

草は、根、茎、花、葉、実、いずれも薬にして用いるものだが、手足の厥陰（ケッチン、

冷えのこと）、経水不順による障害を治し、目を明らかにし、精力をつけ、月経不順を調

えるには種子の単用がよい。産前産後の諸病を治すときは、茎、葉を併用するとよい」とし、

また「久しく服すれば子をもうけしめる」とあります。したがって全草を産後の止血、月経

不順、めまい、腹痛には乾燥した益母草を刻み、6～ 10グラムを一日量として水 400 ミ

リリットルを加えて煎じ、約半分まで煮詰めたものを 1日 3回食間に服用します。茺蔚子

は全草と同じ効能がありますが特にむくみに利尿剤として用います。茺蔚子 5グラムを同

様に煎じ用います。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

 

Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ
街
頭
啓
発
活
動

～
交
通
安
全
・
火
災
予
防
～

　

７
月
18
日（
月
・
祝
）、
交
通
事
故
と

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、
揖
斐
郡

の
高
校
生
Ｍ
Ｓ（
マ
ナ
ー
ズ
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
）
リ
ー
ダ
ー
ズ
ら
12
人
が
、
１
日
警
察

官
・
消
防
官
と
し
て
街
頭
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
揖
斐
警
察
署
が
昨

年
か
ら
始
め
た
活
動
で
、
夏
の
交
通
安
全

県
民
運
動
の
一
環
で
す
。

　

今
年
は
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
も
協
力
し

て
防
火
も
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
警
察
署
で
行
わ
れ
た
委
嘱
式
で
、

揖
斐
警
察
署
の
石
原
署
長
か
ら
「
Ｍ
Ｓ

リ
ー
ダ
ー
ズ
は
み
ん
な
の
模
範
で
す
。
揖

斐
郡
内
か
ら
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
し
た

高
校
生
は
、
揖
斐
郡
内
の
ス
ー
パ
ー
３
か

所
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。▲街頭啓発の様子

　（バロー揖斐川店にて）

メハジキ（シソ科）いびがわ　特産品シリーズ

みんなで築く交通安全
～事故のない安全・安心なまちづくりに取り組みます～

秋の交通安全県民運動
9月21日（水）～9月30日（金）
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横山ダム・徳山ダム・谷汲山華厳寺を周遊

▲ 横山ダム内部


